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１）課題＝籠谷説にふれて
すでに，籠谷直人氏は，東洋綿花ボンベイ支
店の動向＝事例として，１９０４（明治３７）年に，
インド各奥地に出張員を派遣して産地直買を開
始したといわれている１）。
しかし，そもそも三井物産（株）棉花部を継
承した東洋棉花（株）は，大正９（１９２０）年４
月１５日の創業であるから，「東洋棉花は１９０４（明
治３７）年に，産地直買（なお，以下では「内地
直買」という表現を使うが，いわば，インド内
地の産地直買という意味である）を開始した」
筈はない。おそらく，單純な誤りか，印刷ミス
であろう。
さらにもう一つ，１９０４（明治３７）年にインド
の各奥地に出張員を派遣して産地直買を開始し
たといわれるが，籠谷氏の著書（第４章，表４
－３）に表示された内容は，１８９６年～１９１９年に
かけてであり，改めて指摘するまでもないが，
後述するように，実際に三井物産がインド棉花
産地で「内地直買」を開始したのは，明治４０
（１９０７）年からなのである。
振返ってみると，共著（『繊維 上』，昭和３９
年刊）の中で，私は明治末期の日本綿糸紡績業
の動態にふれて「鐘（淵）紡（績）の生産量と
販賣量の差がほとんどわずかで」（同書，２７０頁，
下段，以下）あり，「生産量の過半が二十番手
以下」で，高番手化を志向しつヽも，当時の日
本綿糸紡績業の“国際的な棉花消費量”は，大
正初期には，世界最高で，世界的な棉花消費量
平均の四倍強をも示していた。……そして，か
かる日本における綿糸紡績業の発展の特質に対
応して，原棉の“直買い”方式が生ずるわけな
のである。つまり，“高番手化”を指向しつヽ
も，太糸・中糸生産に比重をおき，また同時に，
それによって高度な混綿技術が発揮できたわけ
なのであるが，そのためには，良質かつ均質な
棉花を出来る限り安価に，しかも紡績資本の側
からすれば，必要なときに入手することが要請
されるのである。……三井物産と鐘紡との間に
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みられる「特約紡績」はかかる「直買い」を前
提としており，むしろ，紡績資本が棉花商をバ
ック・アップするのではなく，その逆に，棉花
商こそが紡績資本に強力な援助を与えたとみる
べきであろう，と要約的に述べている。
この点も，改めて検討を加えてみたいと思う。
２）「棉花特約＝インド棉花輸入」をめ
ぐる三井物産と鐘紡との歴史的経緯
すでに三井物産は，明治２７（１８９４）年３月に，
大阪支店長飯田義一からの建議を容れて，同年
７月に「棉花部」を設置した２）。
棉花部長には，三井物産会社理事馬越恭平が
任命されたが，こえて明治３１（１８９８）年には，
「棉花首部」に改組され，上海・孟買・ロンド
ン・ニューヨークの各支店を仕入店，大阪・東
京・名古屋・三池を販売店として，大阪支店が
棉花取扱いの「首部」として統一的に運営して
ゆくこととしたのである。
周知のように，鐘淵紡績の前身は，東京棉商
社であり，「中国綿取扱」に積極的であった。
従って明治２３（１８９０）年頃までは，使用原棉の
大部分を中国棉に依存していた。ところが，イ
ンド棉の価格が下落したことを契機に翌明治２４
年からインド棉も使用することになり，そのイ
ンド綿を使用した２０番手が市場で声価を博した
ことからその後も続けて使用していたのである。
当時の国内の紡績会社全体の「混綿率」をみる
と，明治２８（１８９５）年までは，インド棉よりも
中国棉の使用率が高いが，鐘紡ではすでに明治
２６年からインド棉の混用（マヽ，綿カ）率が高
くなっていたという３）。
これに先立って明治２５（１９０２）年には，有限
責任鐘淵紡績会社と三井物産会社との間に「棉
花依託契約」を結んでおり，以後いろいろと準
備を重ね，後述するように，實際にインドで明
治４０（１９０７）年末に「内地直買」を開始したと
考えられる。
ところで，この明治２５年の「棉花依託契約」
は，越えて明治３４（１９０１）年に再契約されてい
る。当初の明治２５年の契約では，両者の売買高
を明確にしていなかったのにたいして，新しい
契約では第一に，鐘淵紡績株式会社の「使用量」
の１０分の７以上を三井物産合名会社から購入す
ることとしたのである。第二に，「品質の選定」
に特別の注意が払われていることである。第三
には，「代金支払面」で特典が与えられていた
ことである。一つは，「為替期日内の綿花取引」
は掛賣買とすることとし，特別の場合を除いて
期日後に「約束手形」に振替えることとし，さ
らに，この信用取引制度については規定がなく，
従って三井物産は鐘紡に対して無制限の信用を
供与することを約束したのである。つまり，鐘
紡の信用力というのは，三井の資本力を背後に
持っていることが，最大の前提条件だったとい
えよう。極限すれば，三井物産と同一資本系列
（三井系）であったからこそ，物産は鐘紡に対
して優遇措置を取ったとも考えることができ
る４）。
さらに，この再契約から二年後の明治３６
（１９０３）年１０月，三井家同族会管理部書記の臼
井喜代松が「備忘ニ供スル為」と称して，三井
物産の営業状況を報告した『三井物産合名会社
概覧』のなかで，次のように記している。
「棉花ハ印度，米国及支那ヨリ輸入ス，又埃
及ヨリスル アリ，紐育支店ハ米棉，倫敦支店
ハ埃及棉（時トシテ米棉），孟買支店ハ印度棉，
上海支店ハ支那棉ノ輸入ヲ掌リ，大坂支店ハ本
部トシテ一方ニ此等海外支店ヲシテ仕入ヲナサ
シメ，他方ニハ内地ノ名古屋，東京，三池ノ各
店ヲシテ販賣セシム，従来ノ経過ヲ以テスレバ，
棉花ハ思惑賣買ノ為メ屢失敗シタレ ，鐘紡会
社ト厳密ナル契約ノ下ニ委托輸入ヲ創始シテ以
来始メテ健全ノ商売トナリ，同時ニ輸入店及販
賣店ニ於テ利益ノ争奪ヲ廃シ絶対的共通計算ヲ
実行シタル為メ歩調斉一トナレリ，抑モ棉花ハ
変動ノ最モ甚シキ商売ノ一ニシテ，欧米ニ於テ
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モ投機取引盛ンニ行ハレ，東洋各国ハ毎ニ其波
動ヲ蒙レリ，特ニ有力ナル外商現物ヲ輸入シ来
ルヲ以テ物産会社ノ如ク先物取引ヲ専トスル者
ハ競走上不便ノ地位ニ立タザルヲ得ズ，故ニ之
レニ処スルニハ若干ノ範囲内ニ於テ現物取引ヲ
許スノ途ヲ開ク ヲ要ス／且ツ現時各支店ニ棉
花掛，石炭掛，機械掛ヲ分設シ，其間聯絡ニ乏
シト雖モ，棉花ノ需要者タル紡績工場ハ同時ニ
石炭及ビ機械附属品ノ需要者ナリ，故ニ大坂，
名古屋ノ如キハ棉花，石炭及機械附属品ニ兼通
タル掛員ヲ配置スル ヲ要ス／又支那ニ於ケル
紡績事業ノ為メニ孟買棉花（支那棉不足ノ場合）
若クハ米国棉花ヲ支那ニ輸入スル ヲ怠ル可ラ
ズ，総テノ輸出輸入ニ日本ヲ本位トスルハ貿易
ノ初歩ナリ，終ニ世界ヲ本位トシ世界的有無ヲ
疎通スル迄ハ物産会社ノ発達スベキ余地ナリ，
況ンヤ我上海支店援護ノ下ニ上海紡績株式会社
ノ創立アリ，此便宜一層ナルヲヤ，又況ンヤ外
国品ヲ外国市場ニ売買スル ハ仮令些少ナレ
既ニ行ハレツヽアルオヤ」５）と。
ところでおなじ明治３６（１９０３）年には，鐘紡
を始めとする紡績会社に対して三井物産内部で
「棉花特約」が議論され始めていたのである６）。
「棉花ニ就テハ，近来或ル紡績所ト特約ヲ結
ビ商売ヲ大ニ擴張セリ而シテ其成績良ケレハ是
ヨリ特約ナキ他ノ紡績所ニ向ヒ同ジ方針ニテ進
ム餘地アリヤ或ハ概子競争者ト関係付キテ進ム
ベキ餘地ナキカ又之ヲ為スニ就テハ資金ヲ要ス
ルカ或ハ信用程度ヲ何處マデ與フベキヤ夫等ニ
就テノ意見ナキヤ／
現在特約ノ精神ハ物産會社ハ棉花ノ取扱ヲ引
受ケ紡績會社ノ為ニ代理トシテ仕入ヲスルニア
リ，其結果如何ト云フニ鐘ヶ淵，九州，堺，倉
敷等ノ特約ヲ為シタルモノハ直段ハ時トシテ違
フコトアレドモ品物ノ確カナルモノヽ来ル為メ
高キ棉ヲ買フガ如キモ落棉少シト云フガ如キ結
果ノ明瞭トナリタル為メ我社ノ買付ハ確実ナリ
トシテ信頼スルニ至レリ，今後特約ヲ希望スル
モノハ我社ニ於テモ特約者中ニ入レ大ニ擴張シ
タキモ安心シテ引キ合ヒノ出来ルモノ少シ，確
實ナル所ヘハ斯ノ如キ次第ニテ相當ナル物ヲ仕
入レ居ルニ付高キ譯ナシトテ勸ムルモ事實上果
シテ利益アリヤ否ハ知ラザレバ百斤ニ付一圓ノ
差モアラバ注文ヲ為シ切レザルベシ而シテ摂津
紡績等ハ特約ヲ為スアンダースタンデングアル
モ未ダ注文モナキ有様ナリ，今後此事ノ擴張ニ
就テハ如何ナル方法ヲ採ラザルベカラザルカハ
今講究中ナリ，尚ホ一層之ヲ進メントセバ物産
會社自身一等二等ト區別ヲ立テ一等ヲ高クシ二
等ヲ安クスルコトヽセバ宜シカランモ同ジ我社
ノ扱フモノヽ中ニテ甲乙アリテハ面白カラズ」
と苦衷の程を訴えている。
「ランニングスットク」や「現物商内」も議
論されているが，重ねて，当時の三井物産専務
益田孝は次のように言う。
「従来我社ヲ破ル目的ニテ“スペキユレーシ
ョン”ヲ兼テ，孟買，支那，欧州人等現物ヲ持
来リ為メニ紡績会社モ現物ノ神戸ニアル以上ハ
電信ニテ注文ヲ發セズトモ神戸ニ来ル物ヲ買取
ル方利益ナリトノ考ヲ有シ多少我社ヘノ注文ヲ
妨ケタリ然ルニ元ト工場ニテハ絶ヘズ棉ノ入用
ナルハ言フ迄モナキコトナルニ果シテ有ルヤ無
キヤ明カナラザルモノヲ當テニシ居ルコトヲ得
ザルヨリ矢張リ注文スルコトヽナレリ，故ニ現
物ヲ置キタル所ガ一萬俵ヤ一萬五千俵ニテハ何
ニモナラズ而シテ一萬五千俵ヲ持居ル者ハ如何
ト云フニ決シテ少キ金額ニアラザレバ先ヅ斯ノ
如キ習慣ハ作ラズ注文ヲ引受クル方可ナルベ
シ」と。
また「名古屋地方ノ紡績會社ノ模様ヲ述ブレ
バ此地方ニテハ特約ヲ結ブコトモ嫌ヒ，三重紡
績等ニ頻リニ相談シタレドモ特約ヲ結バズシテ
現物ヲ買フノ方針ヲ取レリ，而シテ三重紡績會
社ハ此地ノ主ナルモノニテ之ガ其方針ヲ取リシ
為メ他ノ近傍ニ在ル會社モ同様ノ方針トナリ昨
年ノ取調ニ依レバ総数殆ド十八萬錘ノモノニ對
シ十二萬俵程ノ棉ヲ潰シ居レリ其内先物ヲ約束
セルハ五萬俵ニテ餘ハ悉ク神戸其他ニ於テ有リ
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合セノ物ヲ買取リタルモノナレバ其棉ノ不良ナ
ルコトハ明カナレドモ不良ノ糸ヲ引クコトハ一
向意ニ留メザルモノヽ如シ即チ桑名紡績ノ如キ
ハ不良ノ物ハ其割ニ安ク売ルヲ以テ割ニ合ハヌ
コトナシト云フ……」。
さらに「東京附近ニテモ鐘ヶ淵紡績會社ト組
合ヒタル如キ方法ニテハ注文スルモノナシ，故
ニ止ムヲ得ズ従前ノ如キ方法ニテ為シツヽアリ，
東京附近ニ於テ取扱フ高ハ一ケ年二十八萬担ア
リ其内十六萬担ハ我社ニ於テ取扱ヒ残リ十二萬
担ハ尚ホ競争ノ餘地アレドモ之ニ切込ムコトハ
容易ノ事ニアラズ，又東京近附ニテ取扱フ棉ハ
是迄横濱ヘ輸入セバ棉花倉庫アリテ總テ陸揚ヲ
為シ各地ニ送リツヽアリシモ過般棉花倉庫借用
期限ノ満チタル為メ且ツ當時恰モ「ペスト」騒
ギノ起リタル時トテ陸揚甚ダ八釜敷ク到底商賣
ヲ為スコト能ハザルニ至リタレバ其際棉商トモ
相談ノ上英斷ヲ以テ倉庫ヲ廃シテ直接ニ横濱ヨ
リ東京ヘ取寄ルコトヽセリ唯支那棉ハ途中ノ取
締方困難ニシテ大ニ苦ミタレドモ經験ヲ積ムニ
従ヒ満足ニ運ブコトヲ得ベシ尚ホ棉ノ件ニ就テ
ハ特別ニ相談ヲ為ス委員ニテモ出来ル場合ニハ
其席ニ於テ詳細述ブルコトヽスベシ」。
このように「内地直買」の始まる前にも，鐘
紡を中心に「特約」を通じて良質棉花の輸入・
供給や販売が企図されていたのである。
３）日露戦後の動向
ところで周知のように，明治３９（１９０６）年は，
戦前日本資本主義の展開の上で，また日露戦後
経営の上でも重要な時期に当っている。例えば
国内では，３月には「国有鉄道法」が公布され，
従来の官営・私営両鉄道が国有化された。６月
には「南満洲鉄道株式会社」が創設され，横濱
正金銀行も，満洲における銀行券の流通を拡大
するために，三井物産と特別契約を締結してい
る。これより先２月１９日には，大阪・天満・岡
山・金巾・三重五紡績会社が満州向けの「日本
綿布輸出組合」を結成，翌３月８日には，大阪・
三重・金巾の三紡績会社によって，朝鮮向けの
「三栄綿布輸出組合」も結成されてゆく。だが
これらの組織には，鐘紡が加わっていない点に
は留意しておきたい。
さらに，前者の満洲向けの「日本綿布輸出組
合」に関連して，直ちに三井物産は次のように
検討を始めている７）。
「今一ツハ，満洲輸出綿布ノ品質ヲ統一スル
為メ原料ヲ統一スルノ問題起リシカ，是ハ日本
今日ノ工業ノ状態トシテ少シク突飛ノ論ニテ，
或ハ單ニ議論ニ止リ實行シ難キヤトノ懸念モア
リシカ，幸ニ今日迄ニテ九分通リハ承諾セシメ
タリ，其方法ハ先ツ印度，亜米利加，支那棉三
種ニテ合計五萬俵ハ満州各港ニ輸出スルモノト
見テ，其原料買入ヲ我社ニ一任シ，同一ノモノ
ヲ輸入シテ各工場ニ送ルコトヽシ，其原料ハ成
ルヘク新シキモノヲ選ム目的ニテ最モ棉ノ出盛
リノ時期ニ買入ルヽヲ第一ノ条件トス，併シ之
ニ付テハ若シ買付後非常ニ相場ノ下落シタル場
合ニハ如何ニスヘキヤトノ懸念モアリシカ，結
局孟買，上海ノ如キハ之ヲ賣繋ク道ハナカルヘ
キモ米国ノモノハ賣繋キノ機會アルモノハ賣繋
キ時ニ應シテ買戻シヲ為セバ差支ナカラントノ
事ナリシカ，愈々之ヲ實行スルトセハ如何ナル
モノカ満洲輸出綿布ニ對シテ當適ナルヤハ日本
ノ紡績業者之ヲ知ラス，我々モ亦之ヲ知ラサル
ヲ以テ，充分之ヲ研究シタル上最モ適當ナルモ
ノヲ定メ，之ニ對シテ其産地ニ於テ出盛リノ際
全部ノ買入ヲ為シ，即チ約一萬五千俵ヲ一ケ月
乃至二ケ月間ニ買入ヲ了スヘシ，此方法ニ依ル
トキハ獨リ満洲輸出ノミナラス，其他一般ノ需
要者ニ向ヒテモ亦定マリタル名ノ綿ヲ供給シ得
ヘシ，・・殊ニ中糸ヲ引ク紡績ハ殆ト綿ノ仕入
ニ困難ヲ極メ直切ラサレハ利益ナク直切レハ品
質悪シキモノヲ渡スヲ以テ殆ト仕入ノ標準ニ迷
ヒ居レリ，故ニ或ル固定シタル名稱ヲ付シ一定
ノモノヲ供給セバ，自然商賣モ増加スルニ至ル
ヘシ，夫等ノ準備トシテ満洲輸出ニ付テノ組合
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ト同様ノ方法ニ依リ物産會社ノ定メタル品質ハ
是レナリトノ事トシ，其品ヲ買入レ置キテ賣繋
クコトヲ得ハ大ニ便利ナリ，然ルニ或ハ定期ニ
掛外スコトハ如何ナル関係ヲ有スルヤ，現物ト
定期ト常ニ變化セサレバ可ナレトモ或ル場合ニ
ハ變化ヲ生スルコトアルヘシ，夫等ニ對シテ一
年間ノ平均ヲ取ラバ左シテ危険モナカルヘシ，
若シ賣繋キアル定期非常ニ暴騰セハ之ニ對スル
資金如何，追敷如何，買付ケタルモノニ對スル
銀行ノ金融，目減リ其他火災保険等種々伴フ費
用ヲ要ス，是等ノ費用ハ如何ニスヘキヤ」と。
さらに，この會議に出席していた山本条太郎
（当時，藤瀬政次郎上海支店長の上に清国総監
督・理事として上海に在勤中で満洲出張や各出
張所を巡視中）から「孟買ニ於ケル産地直接買
入ハ着々實行シツヽアリヤ」との質問が出され，
「前季ニ之ヲ始ムル迄ニ進ミタリシカ不幸ニシ
テ之ニ當ラシメントシタル者ガ病氣ニ罹リタル
為メ實行シ難カリシ，併シ本年ハ人手モ整ヒタ
ルヲ以テ之ヲ實行セント考ヘ居ルナリ，而シテ
本年着手セントスルハ先ツ“ナグポール”“ブ
ローチ”事情ニ依リテ“アコラ”“ダマンガム”
ノ四ケ所位ニ出ス筈ナリ」（これらの場所は，
孟買を州都とするインド中央部のMaharashtra
州に属し，棉花のほか，果實や粟なども生産さ
れている。ナグプールから孟買までの距離は約
８６０キロである。後掲の「地図」を参照）。
さらに続けて「内地ニ至リテ直接買付クル方
安直ナリトノ見込アリヤ」という質問に，「兎
ニ角綿ノ引合ニハ孟買市場ノミニテハ不自由ナ
ルヲ以テ之ヲ内地ニ廣クル必要アリ，而シテ土
人ハ内地ヨリ綿ヲ持来リテ引合ヒ居ル位ナレハ
我々カ内地へ入込ミテ買入ヲ為スモ引合ハサル
コトナカラント信ス，併シ内地ニ於テ買入レタ
ルモノハ必ス割安ナリト數字ヲ以テ示スコト能
ハサルナリ」と答えている。
山本条太郎は，さらに「併シ假リニ鐘紡ヨリ
“アコラ”二千俵ノ注文アリシトセバ，孟買市
場ニテ千俵自分ノ目ニテ検査シテ買入レ，他ノ
一千俵ハ内地ニ入込ミ居ルモノハ“アコラ”ノ
標準物ヲ以テ買ハサルヘカラスト云フ場合ニハ
一口ノ注文ニ對シテ品質ノ異リタルモノヲ出ス
コトナキヤ」と鋭く追及する。答えは「自分ハ
特ニ品質ヲ揃フル必要アルモノハ全部内地買付
ノ事ト為シタキ考ナリ」と。併し問題は残って
いる。山本は「今日迄ノ取調ニテハ火災保険ヲ
附シ得ストカ何トカ云フ危険ナキヤ」と質問を
続ける。さらに「内地ニ入込ム者ハ言語モ適セ
ズ不自由ナルヘキカ差支ナキヤ」と駄目押しす
る。「過般土語ノ試験モ為セシカ，先ツ内地ヘ
入リテモ“セレクター”ヲ付シヤラハ差支ナカ
ルヘシ」と。また「代金ハ如何スルヤ」という
質問には，「（横浜）正金銀行ト約定出来シ，何
處迄モ取扱呉ルヽ筈ナリ」と。まさに，金融機
関の総力をあげての支援体制振りが伺えよう。
日本への船積み問題も「“シッピング”ヲ改良
シテハ如何，十年前ト今日ト比シテ余リ進歩ナ
キ模様」であった。いわば「孟買支店ノ“シッ
プメント”ノ組織ハ総テ請負ニテ我社ニテハ受
渡掛ヲ有セス，然ルニ之ヲ我店自カラ之ニ當リ
テハ如何ト近來大分研究シツヽアレト未タ決定
ニ至ラス，兎ニ角問題トナリツヽアルナリ」。
問題は如何なる点で相違するかである。「現今
ノ方安ク付クヤ否ヤノ比較ナリ，今日ニテハ品
質ニ對スル責任ヲ之ニ負ハシメ，例ヘハ日本ヨ
リ苦情来リシ場合ニハ船積請負人カ“デリバリ
ー”ヲ我々ニ代リテ為セルヲ以テ之ニ責任ヲ負
ハシムルナリ」。「西洋人ノ如キハ一日炎天ニ立
チテ之ヲ自カラ為サス，他人ニ責任ヲ負ハセテ
請負ハシムル為メ非常ニ割高ナルモノヲ支払ヘ
リ，併シ我々ハ之ニ對スル設備モ整ヒタル以上
ハ自カラ取扱フ方利益ナラン」と考え，加えて
物價騰貴もあり，割高にならないと判断したの
である。
山本はさらに，設備の更新や運搬船舶の改良
の必要の有無についても質問を重ねてゆくが，
積出しまでの「棉花置場」の多數設置の要求と
合わせ，棉花輸入の米国，孟買，上海の間に設
インド棉花における内地直買の歴史的性格
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備の差異があることも報告されている。
さらに仕入店の設備と並んで販売店の「棉花
販賣」の方法も検討され，その取扱高の増加が
「鐘紡ヲ」根拠として出来たことが確認され，「鐘
紡ト他紡績トノ比較ハ前季ニ賣約シタルモノヽ
總高四十九萬三百九十七担ニ對シ鐘紡二十五萬
五百九十八担ニテ約半數ナリ，而シテ鐘紡ハ二
十萬錘ノモノ對シテ七割餘ノモノヲ有シ居リ，
其他ノ紡績會社ハ我社ヲ信頼スルモノニテモ先
ツ二割位ヨリハ取ラス，我々ハ鐘紡ノ全使用高
ヲ供給シ尚ホ且ツ其他ノ紡績業者ニ向ツテ先ツ
其需要高ノ半數若クハ十分ノ七ノ注文ヲ我手ニ
入ルヽコトヲ目的トシ，絶ヘス其方針ニ向ヒテ
進ミツヽアルカ之ニ對スル障害トモ云フヘキハ
鐘紡ニ於テハ絶ヘス成行注文若クハ仕入店ヨリ
ノ申越ヲ殆ト直切リタル事ナク其儘承諾スル有
様ナリ，然ルニ他ノ紡績會社ニ至リテハ仕入店
ヨリノ報告シタル直段ニテ直ニ買入ヲ為スコト
ハ殆ト稀有ノ事ニテ，概子時價ヨリ直切リタル
直段ニアラサレバ取引出来ス，其直切リタル直
段ニテ賣ルニ付テモ數回足ヲ運ヒテ運動ノ結果
漸ク我手ニ注文スル有様ナルカ，斯ク迄手數ヲ
費シテ鐘紡ヨリ割安ニ他ニ賣捌クコトハ道理上
如何ニモ出來難キコトニテ鐘紡ヨリ多少高ク賣
リテコソ誠ニ公平ヲ得タル商賣ナルヘキモ何分
其事ヲ行フコト能ハス，其後尚ホ鐘紡ニ交渉シ，
反對商トノ競争上或ル場合ニハ非常ニ安直ニ売
ラサルヘカラサル事アリ，其ノ際ニ反對商ヨリ
三井ハ他ノ綿商ニハ安直ニ売リ，鐘紡ニハ割高
ノモノヲ賣込メリト中傷ヲ加フルコトアルヤ知
ラ子ト，其場合ニ之ニ耳ヲ傾ケサル様ニト申込
ミタレト容易ニ応セス，夫程ニ為シタリトテ永
久物産會社ノ得意先トナル次第ニアラス，只徒
ラニ他ノ反對商ヲ苦メルニ止リ自カラ同業者ノ
競争ヲ招クノミニテ，夫レカ為ニ總テノ數量ヲ
供給スルコトモ出来マシ，併シ若シ夫レカ為メ
總テノ荷物ヲ得ラルヽナレハ特別ノ相談ヲ為ス
ヘシトノ鐘紡ノ意見ナリシ，故ニ殆ト鐘紡ト同
様ノ“ターム”ニ近キ交渉ヲ他ノ紡績會社ニ試
ミタレト，何レノ紡績會社ニテモ鐘紡ニ於テ我
社ニ信頼スルカ如クニ信ヲ措カサルヲ以テ，是
レニテハ全ク商賣ノ方針ヲ變セサルヘカラスト
此度ハ綿ノ選擇或ハ約定ノ條件等ハ多クハ其場
限リノ懸引ニ出テサルヘカラストノ方針ヲ取リ
タリ，其結果亜米利加綿ノ如キハ最モ安キ直段
ノモノヲ買入ルヽコトヽシ之ヲ他ノ紡績會社ニ
供給シツヽアリ，此ノ如クニテ他ノ紡績會社ニ
賣込ミシモノハ安ク，鐘紡ニ賣込ミタルモノハ
割高ナレトモ是等ノ事情ハ能ク鐘紡ニ於テモ知
リ居リ，又重役ヨリ鐘紡ニ向ツテ注意ヲ加ヘラ
レタル事モアレハ，鐘紡ヨリハ我大阪支店ノ商
賣ニハ何等ノ喙ヲ容レサルコトヽナリ，何程安
直ニ賣リタリトテ何等故障ナク，事實上劣等ノ
モノヲ安直ニ賣ルニ過キス，而シテ鐘紡ノ精神
ニ對シテハ別ニ變リタル事ナケレト併シ悪シキ
品ヲ供給スルトカ又ハ安直ニテ賣捌クト云フハ
比較的ノ問題ニテ反對商ハ我々ヨリ安直ナラサ
レハ商賣モ出来サルヲ以テ我社ノ品質以下ノモ
ノヲ供給セサルヘカラサル事トナリ，我三井ノ
為スコトハ總テノ先達トナリ，反對商ハ之ヲ標
準トシ，三井ヨリ以下ノ直段ニテ賣ルニ勉ムル
所ヨリ勢ヒ輸入スル綿ノ品質益々劣等ニ傾クノ
有様トナリ，既ニ近来綿ノ品質非常ニ落チタル
トテ各紡績工場ニ故障起リタル有様ナリ，斯カ
ル次第ニテ何レノ點迄競争シ行カハ宜キヤヲ考
フルニ殆ト際限ナケレハ，直段ニテ競争スルハ
或ル程度ニ止メ他ニ信用ヲ繋クノ方法ヲ講セサ
レハ，我々カ直段ヲ引下クレハ競争者モ何處迄
モ下ケ来ルヲ以テ結局同一ノ事ヲ繰返スニ過キ
ス，故ニ今後ハ方針ヲ改メ良品質ノモノヲ供給
スルコトニセハ或ハ可ナラントノ考ヨリ亜米利
加綿ニ付テハ昨日述ヘシ方法ヲ採リタキナリ，
印度綿ハ従来左程不信用ノモノナキヲ以テ市中
ニ在ル現物ヲ買入レ引渡シタルコトモアレト，
孟買ヨリ輸入シタルモノニ對シテハ“グレード”
ノ實物ト契約面ト異ルモノヲ引渡スカ如キ方法
ナリシカ，今後ハ全然良キモノヲ以テ競争シ直
段ノ競争ハ餘リ過激ニ亘ラサル方針ヲ採リタシ，
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尚ホ綿商賣ニ付テ困難ヲ感シタルハ此一二年間
紡績業者ノ利益ハ頗ル多カリシヲ以テ手形ヲ発
行スルニ付テ更ニ顧慮ナク外国銀行ニテモ喜ン
テ之ヲ受取リ裏書人ノ何人タルヲ問ハサルニ至
リ，以前悲境ニアリシ時代ニハ其裏書ヲ求ムル
為ニ綿ノ買入ヲ為スカ如キコトアリシカ，今日
ニテハ夫等ノ事モ全ク無ク互ニ得意先ヲ奪ヒ合
フ状態ニテ綿ノ取引ハ多ク先物ニ移ルニ至リタ
リ，従来ハ綿糸ノ不況等アリシ為漸次見送リヲ
為シ遂ニ欠乏ヲ感ジテ神戸大阪ニ在ル物ヲ買入
ルヽコトアリシカ，現今ノ商賣ハ殆ト宜キ紡績
會社ニ於テハ半季乃至八ケ月位先物ヲ賣リ居リ，
之ニ對スル“リスク”ノ“カバー”ヲ為サント
ノ目的ニテ綿ノ買入ヲ為スモノ多ク，従テ綿ノ
商賣ハ多ク先物ニ移リ，為ニ現物ヲ輸入シタル
者ハ殆ト綿ノ不要ナル向ヘ迄賣込ニ奔走スル傾
アリ，又紡績ノ側ニテモ先物ヲ“カバー”スル
コト能ハサレバ手近ノモノヲ買付クルト云フ所
ヨリ自然荷物カ倉庫ニ充満スルニ至リ遂ニ現物
ヲ取扱フモノハ失敗ニ帰セリ，此ノ如ク先約ニ
依リテ輸入セラレタル綿ノ品質悪シキモノヽ来
ルニ困難シ居ル模様ナルカ，我々ハ良質ノモノ
ヲ供給シテ苦情ナカラシム方法ヲ採ル方得策ナ
ルヘシ」と答え，之に対し山本は「要スルニ品
質ヲ選ヒテ競争セント云フニアリヤ」と指摘し
ている。
そして内地買付に関して「既ニ我内地ノ需要
者ノ意向モ變シ来リ，現ニ紀和紡績ノ如キモ先
ニ最劣等品ヲ買入レ困難ヲ嘗メシコトアリ，為
ニ我カ望ム所ノモノハ此ノ如キ”タイプ“ナリ，
多少直段高クトモ此品ナラサルヘカラスト云フ
ニ至リ，又尼ケ崎紡績ノ如キモ頻リニ此ノ如キ
品質ノモノヲ買入レタキニ付其品ノ最モ安キモ
ノヲ時期ノ好キ時ニ買入レ呉レトノ話モアリシ，
此ノ如クニテ目下ハ變遷ノ時期ニアルヲ以テ，
一方ニ於ケル直段ニ依リテ買入ヲ為スモノヲ全
然捨ツルコトモ出来ス，又一方ニ於テ品物ニ依
リテ代金ヲ支払フ向ニ對シテハ特別ノ“セレク
ション”ヲ作ルノ必要アルヘシ，先ニ“ラリー”
社カ商賣ヲ止メシコトハ，我社ノ綿花販賣ノ方
針ヲ變スルコトヲ餘儀ナクシ，即チ何人モ“マ
クフワーデン”其他ニ引合フヲ以テ我社ノ本據
ヲ失ヒタル結果トナリシ為メ少シク方針モ亂レ
タル傾アリシカ，再ヒ以前ノ方針ニ立戻ル事ト
スヘシ，只“マクフワーデン”ノミニ依頼スル
モ不得策ナレハ内地仕入ヲ本據トシテ之ヲ取扱
ハント云フニ至リシナリ」と。ラリー社の廢業
という状況に対応すべく苦慮しているが，山本
は「只是迄ハ“ラリー”ノ綿花ハ品質良シト云
フ所ヨリ“ラリー”“マクフワーデン”ノ看板
ニテ脅シ来リタレト我々カ双方取扱フ為ニ良キ
モノモ売レス遂ニ虻蜂取ラスニテ，何時マテモ
根據ナキモノトナリ毎年同一ノ事ヲ繰返スカ如
キ事トナラバ遂ニハ本商賣発達ノ期ナキニ至ラ
ン」と反省している。
さて，当時のインド孟買棉花市場の状況につ
いては，次のように報告されている８）。
「次ニ賣約シタル棉花ガ如何ニ紡績會社ニ使
用セラルヽヤヲ見ルニ，（大日本紡績）聯合會
ニ於テ取調ヘタル消費高ノ割合ヲ基礎トシ，之
ニ對シ当（三井物産会）社カ売約シタル俵数ト
ノ割合ヲ取レハ，鐘紡十四割九分三厘ニテ，是
レハ大分割合多キカ如キナレト上季ニ多ク買入
レ下季ニハ大ニ減スルヲ常トセルヲ以テ斯カル
數字ヲ出シタルナリ，次ニ大阪紡績三割四分，
合同紡績四割，堺紡績五割三分，摂津紡績三割，
倉敷紡績一割七分，……／數字上ノコトハ以上
述ヘタル如クナルカ，元来紡績會社ノ力ハ両三
年来頗ル變化ヲ來シ，今ヨリ四年程以前ニ於テ
ハ，各紡績會社ノ拂込ミタル資本金ト固定資本
トノ間ニ約六七百萬円ノ不足アリ，夫等ノ會社
ハ常ニ棉或ハ石炭買入代金ハ約束手形ニテ支払
ヲ為シ，時ニ資金不足ノ為メ我々ニ對スル約束
手形ノ支拂ニ（日本）勸業銀行ニテ借受ケ之ヲ
支拂フモノモアリ，其他担保ヲ入レテ銀行ヨリ
借金ヲ為スアリ，何レニセヨ餘祐アルモノ少ク，
悉ク流動資本ニ困難ヲ感ジ居ル有様ニテ，紡績
會社ノ位地ヨリ考ヘ棉ノ仕入ニ付テモ其先ヲ選
インド棉花における内地直買の歴史的性格
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ミテ仕入ヲ為スコト能ハサリシ，其場合ニハ三
井ニ安物アリテモ買入ヲ為スコト能ハサルモノ
モアリシ，又買入ヲ為シテ不利益ナリト考フル
時ニ於テモ金融ノ都合上買入ヲ為サヽルヘカラ
サルモノアリ，一ケ年ヲ通シテ先ツ二ケ月或ハ
三ケ月ニ對スル丈ケノ棉ヲ有スルモノ無ク，為
ニ現物商賣頗ル盛ニテ，紡績會社ハ時期来ラハ
相場ニ拘ハラス買入ヲ為サヽルヘカラサルコト
アリ，又一ハ銀行ガ直接紡績會社ノ手形ヲ取ラ
ズ，稀ニハ二三ノ紡績會社ノモノハ取リタルコ
トアレト夫レサヘ融通高ヲ限ラレ居ルヲ以テ，
手形ヲ使用スルニ付テハ大ナル棉商カ一旦之ヲ
受取リ裏書ヲ為シタルモノヲ必要トスルニ至リ，
鐘紡始メ其他ノ紡績會社シ，棉商ハ少クモ紡績
會社ノ手形ニ裏書スル営業ヲ兼子タルモノナリ
ト云フモ過言ニアラサリシ有様ナリ，然ルニ此
両三年来各紡績會社ハ非常ニ利益ヲ得今日ハ拂
込資（本）金ト固定資本トヲ比較シ三十九年下
季ニ於テ約二千萬円ノ流動資金ヲ有スル計算ト
ナリシ，此資金ヲ有スルヲ以テ紡績會社カ假リ
ニ一ケ年一億担ノ棉ヲ使用スルトシテ先ツ多ク
餘分ヲ有スルモノヲ四ケ月分トシ二千五百萬円
ニ當ルヲ以テ半ケ年分ヲ有スルモノトスルモ五
千萬円ヲ出テス，加之為替ニ於テモ餘裕アルヲ
以テ紡績會社ハ殆ト自己ノ流動資金ト為替期日
ノ来ル間ノ“マージン”トニテ他ヨリ資金ヲ借
入レスシテ棉ノ買入ヲ為シ得ルニ至レリ，殊ニ
綿糸ノ賣行引續キ良好ニテ，何レノ紡績會社ニ
於テモ四ケ月乃至六ケ月位ノ先約ヲ有シ製造間
ニ合ハス倉庫ニハ一俵ニテモ綿糸ヲ貯蔵スルニ
至ラス，従テ資金ノ運轉モ自由ナル所ヨリ，今
日ニテハ棉商ニ對シ手形ヲ出スモノハ殆トナク，
或ル紡績會社ノ如キハ銀行ニ定期預金ヲ為シ居
ル有様ナレハ，最早棉商カ裏書ヲ営業ト為スコ
トハ全然望ナキニ至レリ，此ノ如クニテ紡績會
社ニ於テ棉ヲ買入レントスル場合ニ於テハ自カ
ラ進ンデ買入ヲ為シ又見送リヲ為サントスルト
キハ何時ニテモ見送リヲ為ス丈ケノ餘裕ヲ有シ，
為ニ前述ノ如ク資金ノ為ニ棉ノ買入ヲ為ス必要
モナク，常ニ綿糸ノ賣約ヲ有シ居ルヲ以テ，糸
ト棉トノ見合ヒヲ付ケ居リ，又糸，棉常ニ相当
ノ利益アリテ見合ヲ付クルニ付殆ト多ク取ラン
カ少ク取ランカノ問題ニテ亳モ迷フ所ナキ有様
ナリ，故ニ現物ハ神戸大阪ニアリトテ何程安直
ニ賣ラントスルモ顧ル者ナキ次第ナリ，夫レカ
為ニ一両年間ハ全部先約商賣ニ移リタル有様ナ
リ／此ノ如クニテ紡績會社ノ信用モ大ニ加ハリ
タル所ヨリ，近来手形ノ使用ニ付テモ銀行ニ於
テ棉商ヲ眼中ニ置カス，只紡績會社ノ振出ノミ
ニ依リテ割引ヲ為スニ至リタルヲ以テ，従テ棉
其者ニ對スル競争激烈トナリ，今日ノ所ニテハ
三井ノ棉ハ比較的約定モ相違ナク履行シ又品質
ニ付テモ安心シテ約定ヲ為シ得ヘシト云フ位ニ
テ，其他ノ點ニ於テ反對商ニ比シ優ル點ナキ有
様ナリ，加之印度棉ハ種々複雑ナル名稱アリテ
目方ニ於テモ出斤アリトカ種々事情アリテ単純
ニ算盤ヲ取ルコト能ハサルヲ以テ競争モ比較的
妨ケラレ居レト……／鐘紡ニ賣込ムモノ如何ト
云フニ前季ノ総賣約ノ數量六十四萬六千担ニ對
シ鐘紡ノ分二十四萬七千担ニテ約三分ノ一ナリ，
然ルニ鐘紡ハ支那棉，印度棉ニ付テハ従来ノ如
ク手數料組織ニテ取扱ヒ居レトモ，米棉ニ付イ
テハ手數料組織ニテ取扱フコト能ハス，我社ガ
他ニ賣渡シタルモノト同額若クハ其以下ニ賣渡
スコトニ定マリ居ルヲ以テ，此二十四萬餘担ノ
内約五分ノ一ハ常ニ我々カ相場ヲ為サヽルヘカ
ラス，而シテ當業者間ノ態度如何ト云フニ先ツ
従来日本棉花會社，内外棉會社，我社ノ三社カ
最モ勢力アルモノニシテ，其他神戸ノ外国商館
ノ番頭連カ思惑ヲ為ス者アレト，是等ハ餘リ勢
力アルモノニアラス，其他大阪市中ニ於テモ餘
リ勢力アル者ナシ，内外棉會社ハ日本紡績買収
後殆ト棉ノ商賣ハ止メタルカ如キ取扱振ニテ，
三年ニ一回位“スペキレーション”ヲ為スコト
アランモ先ツ競争界ヲ脱シ居レリ，……／次ニ
内地買付ニ付テハ漸次其方針ニ進ミ，孟買ハ昨
年十一月，紐育ハ一昨年ノ時期ヨリ試ミツヽア
リ，……日本ニ於ケル紡績會社ハ漸次合同ノ傾
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向アリテ小ナル紡績ハ存立シ得ス皆ナ大ナルモ
ノニ併合セラルヽ傾アルヲ以テ，此大紡績會社
ハ勢ヒ糸ヲ賣ルカ為ニ上海，香港，北清ニ代理
店ヲ置クカ又ハ自カラ店舗ヲ開クニ至ルヘク，
又綿ノ仕入ノ為ニ店ヲ開クトカ種々ノ方法ヲ取
ルヘキヲ以テ一日モ早ク内地買付ノ方法ヲ開キ，
彼等ヨリ尚ホ遥カ進ミ居ラサルヘカラサルヲ以
テ，専ラ其準備ヲ為シツヽアル次第ナルカ，今
日ノ内地買付ハ實ハ既ニ遲シトノ観念ヲ有シ居
ルナリ」という状況であった。
さらに「孟買棉花買入ニ関スル有様ニ付テ聊
カ述ヘンニ，御承知ノ如ク印度棉花ノ産額ハ最
近ノ統計ニテ約四百五十萬俵乃至五百萬俵ニテ，
其主ナル集散地ハ孟買ニシテ約三百萬俵ヲ集散
ス，其他甲谷他，カナダ，コヽナダ，マトラス
等海外ニ輸出セラレ，其残リハ内地各紡績會社
ニ使用セラルヽナリ，而シテ孟買ニ集中スル三
百萬俵ノ内，歐州ニ輸出セラルヽモノ百萬俵，
日本，支那ニ對シ四五十萬俵輸出セラレ，百四
五十萬俵ハ孟買ニ在ル四十有餘ノ紡績會社ニ於
テ消費セラル，而シテ孟買ヨリ輸出セラルヽ高
ハ三十九年度ニ四十三萬九千俵，四十年度上半
季ニハ非常ニ増加シ四十四萬五千俵ニ達セリ，
此模様ニテハ本年ノ支那，日本ヘノ輸入高ハ五
十五六萬俵ニモ達スヘキ形勢ナリ，是レ畢竟近
来紡績會社ガ増錘ヲ為シタル結果ニ外ナラスト
考フレトモ，又一方ニ於テハ本邦ニ於ケル糸ノ
景気孟買ト異リテ非常ニ好況ニシテ，既ニ明年
一月位マテノ先約ヲ為シタルヲ以テ，之ニ對ス
ル棉ヲ盛ニ買入レツヽアル有様ニテ，今後印度
棉花ノ日本ニ輸入セラルヽモノハ増加スルトモ
決シテ減スルコトナカルベシ，而シテ孟買支店
ノ之ニ對スル取扱高ハ大阪，東京，名古屋各販
賣店ノ盡力ニテ，或ハ鐘紡其他得意先ノ好意ニ
依リテ漸々増加シ来リ，三十九年上半季ニ十萬
四千二百俵ノ取扱ヲ為シ，即チ孟買ヨリ輸出シ
タル高ニ對シ二割九分ノ割合ナリ，同年下季ニ
於テハ四萬二千五百俵ノ取扱ニテ，總輸出高ニ
對シ三割二分一厘ニテ，上下両季合シテ十四萬
六千七百俵ノ取扱高ナリ，又本年上半季ニ於テ
ハ十五萬九百三十一表ノ取扱ヲ為シ，其割合全
体ノ積出高ニ對シ三割四分ニ当レリ，此ノ如ク
ニテ漸次割合モ増加シツヽアリ，此本年上季ノ
積出高ノ増加シタルハ前ニモ述ヘシ如ク日本ニ
於ケル各紡績会社ノ増錘シタル結果ナレハ，之
ヲ以テ毎年此ノ如キ取扱ヲ為シ得ベキモノトハ
言ヒ難キモ，併シ全体ニ於テ向上ノ気運ニ向ヒ
居ルコトハ疑ナキ事実ナルヘシ……／
孟買市場ハ普通午後三時半頃ヨリ開カレ夕刻
六時乃至六時半ニ取引ヲ終リ，僅ニ三時間程ノ
内ニ引合ヲ為シ，商賣出来セハ見本ノ點検ヲ為
ス次第ナルカ，概子本邦ヨリ注文ノ電信来ルハ
午後二時ヨリ三時頃ナルカ，夫レヨリ銀行ニ對
シテ為替ヲ引合ヒ或ハ聨合会ニ至リ船腹ヲ引合
ヒ市場ニ至リテ買付ヲ為ス有様ニテ，棉ノ季節
中ハ頗ル繁忙ナリ，……大阪ヨリ注文来リタル
場合ニハ殆ト目モ廻ハラン許リニ多忙ナリシ，
尚ホ今後本邦ニ於ケル紡績會社ガ漸次増錘運転
スルニ至ラハ，印度棉ノ需要ハ益々増加シ来リ，
一層注文モ多キニ至リ従テ一倍ノ繁忙ヲ来スコ
トナルヘシ」。
４）いわゆる「内地直買」の開始と実態
さらに続けて，具体的な報告事例によりつつ
見てみよう。
「本年初メテ着手シタル内地買付ノ事ニ付述
ヘンニ，御承知ノ如ク棉ノ商賣ニ付テハ年一年
競争激甚ヲ加へ，現ニ我社ノ勁敵タル日本棉花
會社ノ如キハ，支那ニモ支店ヲ置キ，又此度孟
買ニモ支店ヲ開キ市場ヨリ直接買付ヲ始メ其他
ノ競争者ニ於テモ漸次之ニ做フ傾キアリ，加フ
ルニ一方本邦ニ於ケル有数ノ紡績會社ガ合同，
買収，増錘ノ為メ会社夫レ自身非常ニ膨張シ来
リ，漸次自カラ購買員ヲ産地へ派出シ購買ニ當
ラシムルモ尚ホ經濟ハ立ツ有様ナレハ，従テ我
社ノ如キモ先ニ藤野（亀之助）氏ノ述ヘラレタ
ル如ク之ニ対スル方法ヲ講セサルヘカラス，又
インド棉花における内地直買の歴史的性格
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他ニ一歩擢ンテタル設備ト經験トヲ以テ競争者
ノ為シ能ハサル方法ヲ採ラサルヘカラス，又他
ニ一歩擢ンテタル設備ト經験トヲ以テ競争者ノ
為シ能ハサル方法ヲ採ラサルヘカラス，是等ノ
考ハ大分以前ヨリ有セシ事ニテ是非共内地ニ於
テ其商品ヲ安直ニ買入レヲ為ス必要アル所ヨリ，
三十七年ニ先ツ日本ニ於テ最モ需要アル色ノ白
キモノヽ産地タル「ナグポール」ニ黒木氏ガ出
張シ，三四ケ月滞在ノ上取調ヲ為シタル結果，
充分有利ナル目途立チシヲ以テ昨年ヨリ之ヲ實
行スヘキ考ナリシモ，御承知ノ如ク日露戦争始
マリ其他人繰ノ関係ヨリ遂ニ實行ニ至ラス，漸
ク昨年ノ棉花季節以前ヨリ着々準備ニ着手シ，
尚ホ「ナグポール」丈ケニテハ充分ナラサルヲ
以テ遂ニ「ウムラワチ」「シャンドール」「ブロ
ーチ」及「コムタ」「ダルワー」ノ産地タル「フ
ブリ」〔隣接ノ［KARNATAKA州］〕ニ出張員
ヲ置キ，是等ノ地方ヨリ良キモノヲ安直ニ仕入
ルヽ方針ヲ實行スルニ至リタリ，而シテ孟買ニ
入来ル印度棉ハ年一年水ヲ混シ目方ヲ重カラシ
ムルトカ，悪シキモノヲ良キモノニ混入スルト
カ，種々ノ弊害多キニ至リ，良キモノヲ供給セ
ントスルニハ地元ニ於テ所謂一本木ノモノヲ買
入レサルヘカラス，即チ良品ハ地元ニアラサレ
バ買入ヲ為シ難キ為メ内地買付ヲ始メ，昨年十
二月十二日「ナグポール」ニ松本浩一郎氏ヲ出
張セシメ，同月十五日黒川健二氏ヲ「ウムラワ
チ」へ出張セシメラレタリ，黒川氏ノ出張地タ
ル「ウムラワチ」ハ「シャンドール」ヘハ僅カ
六十哩許ノ距離ナルヲ以テ双方兼務ノ事トセラ
レタリ，而シテ本季ノ買付ハ「ナグポール」二
千六百八十俵，「ウムラワチ」「シャンドール」
五千六百三十二俵買付ヲ為シタリ，此地方ハ本
年ハ非常ニ早ク季節ヲ終リタル為メ出張員ハ三
月中ニ引揚ヲ為スニ至リタリ，然ルニ松本浩一
郎氏ハ一月十九日ニ出張地ニ於テ死亡シタルニ
付後任トシテ玉利七二氏「ナグポール」ニ出張
セリ，其後二月十日ニ山崎一保氏「ブローチ」
ニ出張シ，自分ノ出立スル迄ニ既ニ一萬俵ノ買
付ヲ為セリ，自分ノ出立シタル五月十八日ナル
カ當時季節ハ過キタレトモ其受渡ノ為ニ山崎氏
ハ未ダ帰店セサリシ，又一方ニハ「コムタ」「ダ
ルワー」ノ季節ハ四月二十二日ナルヲ以テ黒川
氏ノ出張買付結果ハ不明ナルカ，本年ハ最モ日
本向ナル「ダルワー」ノ品質悪シキ為メ，此方
面ニテハ千俵モ買付ケ得ハ頂上ナルヘシト考ヘ
タリシニ，帰朝後大阪ニ於テ聞キシ所ニテハ千
四五百俵ノ買付ヲ為シタル様子ナリ」（同資料，
２９６～２９７頁）。
まず第一に，出張員松本浩一郎氏の死亡につ
いては，のちにこの「会議」でも，当然に問題
になるのだが，その原因や理由は判然としない
ものの，酷暑や悪い衛生状態など，今から百年
以前のことであるから想像を絶していよう。さ
らに，言語や風土の相違は勿論のこと，止むを
得ず「天幕ニ起居セシモノモアル」という状態
であった〔同『会議議事録』７，明治四十一年，
２２３頁〕。
また，現在のところ，「地名・買付場所」に
ついても，「地図」から判読してゆかねばなら
ない。おそらく「地名」が「品種名」と重なる
とも考えられるが，上述のナグプールという産
地＝地名は，大略積出港たる孟買を首府とする
「Maharashtra」州（東西約３０万平方キロ，言語
はヒンヅウー語，マハラチ語，グリャラチ語，
英語を使用，綿花のほかに，米・小麦・煙草・
果実などの他，鉱産物にも恵まれている）に属
し，Nagpur（ナグプール）からMumbai（孟
買）まで「高速道路」で６００キロ前後の距離で
あろうか。
さらに，明治４０年末には，「晩熟モノタル「ソ
ージンタルワ」，「コムタ」ノ両棉ヲ買付クル為
メ「フブリー」（隣接の Karnataka州の Hubli）
ニ更ニ第三ノ出張員ヲ出スニ至リタリ，其翌年
ニ至リ，極ク（インド）南方ノ「チン子ベリー」
（インドの南端，Tamilandu州の Tirunelveli）
ニ出シ見ント取調旁試買ノ為メ一人派遣セラレ
タリ，其後関係各店ノ盡力ニ依リ今日ハ「フブ
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リー」，「チン子ベリー」ノ両地ハ或ル事情ノ下
ニ買付ヲ中止シ，其他ニ「ウムラワッチ」ニ一
ケ所，「カンヂワッシュ（ブローチの東方，州
境に近い KHANDESHカ）」地方ニ二ケ所，「ベ
ンゴール」地方ニ一ケ所及「サブエヂエンシー」
ヲ多數ニ出シ，「ブローチ」地方ニモ二ケ所及
「サブエヂエンシー」ヲ數多出シ，最近「ウエ
スターン」ノ棉花ノ試買ヲ爲シ本年ハ大分買付
ヲ為シタル次第ニシテ，全体ノ内地買付高十一
萬俵ニ達シ，総高二十萬俵ノ取扱ニ対シ半数以
上ヲ占メタル割合ナリ」（同，『会議議事録』８，
明治４４年・大正二年 ５３７頁）
具体的な「買付」の内容にすすむと，その「買
付」ける場所というのは，「市場」というより，
「百姓カ車ニ積ミテ尚ホ一層奥ノ地方ヨリ持来
リ一定ノ地ニ集ルヲ以テ，其場所ニ至リテ買附
ヲ為ス（１３頁右側，福井慶三氏の冩真をも参照）」
というのが実態であって，實棉買入は「日本内
地ニテモ八ケ間敷キ事ナルカ，内地買附ニ付テ
ハ孟買支店ノ者カ至リテ實物ヲ見テ是ハ幾許ノ
棉ヲ得ラルヘシト見越ヲ付ケテ取扱フモノナル
ヤ」という質問に対し，「其土地ノ模様ニ依リ
相違アレドモ内地買附ニ付イテハ”アダチャ”
ト云ヘルモノヲ使用シ，之ニ充分責任ヲ負ハシ
インド棉花における内地直買の歴史的性格
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メ居レリ」（同，『会議議事録』７，明治四十一
年，２１８～２１９頁）。是等の「内地金融」の実態
をみると〔前掲『会議議事録』６，２９７～２９８頁〕，
以下のように，「アダチャ」が棉花の買付から
始まって，「繰棉」に至るまで，重要な役割を
果たしているのである。
この点については，すでに木下悦二氏によっ
て「アダチア」・「シュロフ」の實態や機能につ
いて究明されているが，もう少しこの『会議議
事録』の報告に基づいて見てみよう。
「是等ノ地方ニ於ケル金融ハ如何ニスルヤト
云ウニ，豫テ（横浜）正金銀行ニ五十萬圓内地
買付ニ對スル當座借越ヲ為シタキ旨依頼シ其許
可ヲ得タリ，孟買支店ノ勘定ニ依レバ為替約定
ヲ為スト荷物ノ積出ヲ為ス一週間程以前ニ為替
約定ニ対シ當座貸越ヲ為シ呉レ，其金ニテ荷物
ノ受渡ヲ為シ代金ヲ支拂フ方法ナルカ，之ヲ今
少シク長期ト為シ貰ヒ借越ヲ長クシ，其金ヲ内
地ニ於テ買付ヲ為ス棉ノ資金ニ供シタリ，併シ
地元ニ於テハ現金ニテ直チニ支払ハサルヘカラ
サルヲ以テ，孟買ニ内地ヨリ棉ヲ送ルニ付テハ
是非トモ其資金ヲ現送スルカ，又ハ「デマンド，
ドラフト」ヲ地元ニテ振出シ之ヲ割引シテ資金
ヲ得ルカノ方法ニ依ラサルヘカラス，而カモ印
度ニ於テハ紙幣ノ流通ナク，皆ナ重キ金貨ニテ
取引ヲ為スヲ以テ之ニ依リテ何十萬圓トイウ大
高ノ取引ヲモ為サヽルヘカラサル有様ナリ，「ナ
グポール」ニテハ我社ハ「バンク，オフ，ベン
ゴール」ト割引ノ契約ヲ為シ四分ノ一％ノ「レ
ート」ニテ「デマンドビル」ヲ買入レ其金ニテ
棉ノ買入ヲ為セシカ，「ウムラワチ」モ「バン
ク，オフ，ボンベー」ニ同様ノ「レート」ニテ
交渉モ出来，此両行ニ依リテ両地方ノ金融ヲ付
ケ得タリ「ブローチ」ハ銀行ナク「シロフ」ト
云ヘルモノアリテ所謂銀行業務ヲ為シ居ルヲ以
テ「バカナ」ト云ヘル者ト為替ノ割引契約ヲ為
シ夫レニ「デマンド，ビル」ヲ渡シ為替ノ資金
ヲ得ル方法ヲ取リシ，又「フブリ」ハ「ナラヤ
ン，アナップ」ト契約シ市場ニ「ビル」ヲ賣ラ
シメ資金ヲ得ル方法ヲ取リタリ，「ブローチ」
ノ「レート」ハ八分ノ三％ニテ，季節中ハ半％
若クハ三クオーター％迄呉ルヽコトアリ，之ニ
「プレミアム」ノ付クコトアリ，當社ハ季節中
八分ノ三％ノ契約ナリシ，而シテ内地買付開始
ニ付テハ何分ニモ不案内ノ地ニ入込ム次第ナル
カ，皆ナ土地ニ夫々得意先アリテ得意先ナラザ
ルモノハ後廻ハシト為シ，仲買ヲ兼子テ受渡ヲ
為シ呉ルヽ「アダチャ」ナルモノアリ，是レハ
資金ニ付テノ心配モシ呉ルヽ便利アルヲ以テ是
レト特約シ，「ナグポール」ハ「ドンヂレー，
アットマラン」ト云ヘル者ト契約シ，「ウムラ
ワチ」ハ「チョートー，ランチャン」ト「シャ
ンドール」ハ「セオナカンガプレッサド」ト契
約シ，「ブローチ」ハ「アール，エチ，バカナ」
ナル者此地方ニ勢力アルヲ以テ是レト契約シ
「フブリ」ハ「ナラヤンアナッパ」ト云ヘル者
ト契約シ，出張員ガ「セレクター」一名伴ヒ行
カハ差支ナキ組織ナリシ，斯カル組織ニテ謂
ハヽ授業料ヲ支払フ考ニテ一ケ年或ハ二ケ年間
此方法ニテ取扱ヲ為シ行ク考ナルカ其成績ハ大
ニ好キモノヽ如シ，併シ是等ノ者ヲ使用スル為
ニ直段ハ幾分割高トナルノ傾アレドモ，我々カ
之ニ慣ルヽ迄ハ是等ノ者ヲ使用スルヲ便利ナル
トス」。
『鶏肋集』（第一から第三まで）の著書で知ら
れる塚田公太氏は，三井物産から東洋棉花に移
り，戦後は倉敷紡績社長の要職をつとめた方で
あるが，実際に現地の経験を踏まえて次のよう
に語られている。
「何故直買の必要があったかと云うに，イン
ドでは産地から積出港であるボンベイ市場まで
の間に中間商人が沢山居て口銭を取るので，日
本への輸出値段は地元から直接買付けた方が安
くつく。
又其当時インド政府の取締りもルーズであっ
たから産地には奸商が多くいて，故意に棉俵の
中にあんづめ（ママ）と称してドロや石などを
詰め，積出すからボンベイ市場で買う品質につ
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ては安心出来ない。日本へ輸入され紡績工場で
開俵してから始めて不正を発見した場合がしば
しばあった。その上目方を増す為にわざわざ棉
に水を打つ悪習もあった。之はただ目方で損を
する許りでなく，日本に到着するまでの間に
往々変質する事さえあったからあぶなくてしよ
うがない。そこで棉花の出回りの季節には，現
地で三井自身の手で買って厳重な監督の下に俵
装して輸出するのが一番安全且有利であるとい
う結論に達したからである」１１）。
事実「次ニ内地ノ直買品ニ対スル得意先ノ品
評ニ付テ一言センニ，過日自分ガ鐘紡ヲ訪問シ
タル折其品質ニ付テ問質セシニ少シク直段ハ高
キモ品質及「アベレーヂ」ニ付テハ甚タ満足ナ
リトノ事ニテ，其直段高シト云ウハ普通他ノ競
争者ノ唱ヘ居ル直段，即チ品質悪シキモノニ付
テ唱フル直段ニ比シテ高シト云フニ在リテ，其
實質ニ於テハ却ツテ割安ナル有様ナレバ，其品
質ノ上ニ於テハ殆ト今日迄納メ込ミタルモノニ
付テ満足シ居ルモノヽ如シ……内地買付ニ対ス
ル利益ノ成蹟如何ト云フニ是モ亦好成蹟ヲ得ラ
レ，多少怪我モアリシト云ヘ大分利益ヲ出シ得
タリ」（前掲『会議議事録』６，２９９頁）。
インドで「内地直買」の苦労を重ねて，帰国
後に「注文者」たる鐘紡を訪ねると，当然のこ
と「満足」という言葉が返ってくる状況が想像
出来よう。
まさに出張員の努力が認められたというべき
であろう。しかも，同じ三井系たる「鐘紡」が
大きな取引先となっていることにも注目してお
きたい。
かかる「内地直買」は，三井物産と鐘紡との
間においては，「特約紡績」（（と鐘紡との「契
約書」の締結）とは表裏をなすものといってよ
い。その「特約紡績」の基礎は，明治３４（１９０１）
年６月に締結された，三井物産と鐘紡との新た
な「棉花依託契約」にあった。
「（前略）鐘紡トノ取引ナリ，一方特約ヲ以テ
同紡需要ノ大部分ヲ供給スルカ故ニ其高能ク総
額ノ六割ヲ占ムルト雖モ一方極メテ薄キ口銭ナ
ルヲ以テ収益ハ甚タ尠ク僅カニ取扱高ノ五厘
（千分ノ五）弱ニ過キス，之レニ反シ他紡績ニ
對シテハ其売込高鐘紡ノ一会社ニ及ハスト雖モ
其収益ハ反テ多ク能ク二分七厘強ノ口銭収入ヲ
得タリ，由是観之我社モ鐘紡アリテ巨額ノ商売
ヲ為スコトヲ得，鐘紡モ亦我社アルカ為原料買
入ニ於テ他紡績ヨリ利益ノ地位ニアリト謂フヘ
シ」（三井物産合名会社『明治三六年度上半期
事業報告』）と説明されている９）。
再びインドにおける「内地直買」における取
引内容についてみると（同上『議事録』６，３００
頁以下），次に示すように多様である。
①目方：普通土人ノ取ル算盤ニ依リテ引渡ヲ受
ク（具体的な冩真は（年代不明），福井慶三
「綿花を語る」（『日本紡績月報』No．４３０，１９８２，
紡績協会創立１００年記念特集号，日本紡績協
会）１５２頁左側参照）然ルニ夫レハ非常ニ出
斤アリ，即チ百俵ノ注文来リシトシテ之ニ相
当スルモノヲ買入レ，次キニ又百俵ノ注文ア
リテ之ニ相當スルモノヲ買入レ，積置ク結果
非常ニ出斤ヲ生スルモノナリ
②「クラシフヒケーション」：
１）「ナグポール」ハ實棉ヲ多ク買入レ，「ウ
ムラワチ」ハ繰棉ヲ多ク取引セリ，「セレ
クト」シテ取ル場合ニハ「フリーグート」
モ出ツルナランカ，之ヲ如何ニシテ捌クヤ，
「フーリーグート」出ツレバ之ヲ相当ノモ
ニ廻ハシ，「グードフアイン」出ツレハ「ヨ
ート」ノ注文ニ当箝ムルコトアリ，夫等ノ
為ニ利益ヲ得タルコトモアリシ
２）普通日本ノ紡績會社注文ハ No．１ノ「ク
オリテー」ト云フカ如キ名称ニテ為セルカ，
之ニ對シテ孟買ニテ「セレクト」シタルモ
ノヽ中最モ悪シキモノヲ混スルヤ，其下ノ
階級ニ廻ハスナリ，尤モ「ヒンガンヨート」
ハ夫々特色アリテ殆ト「ベラー」地方ノ棉
ハ一様ナリ，只「クラス」ニ差アルノミ
３）「ベラー」ノ種類：物産會社ニ於テハ四
インド棉花における内地直買の歴史的性格
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種ニ区別，
ヒンガンヨート，フワイン，ウムラワ
チ
例ヘハ，「ウムラワチ」ニテ買入ルヽ時
ニ「ウムラワチ」ノ悪シキモノヲ「アコラ
カンガム」ニ廻ハシ，良キモノハ「ダマン
ガム」或ハ時ニ依リ「ヨートマル」ニ繰上
クルコトアリ，然ルニ他ノ土人ノ競争者ハ
「ウムラワチ」ノ棉ヲ「ナグポール」ニ上
ケ「ナグポール」停車場ヨリ出シ之ヲ「ナ
グポール」トシテ出シ居ル者アリ
（鉄道移出の終点ボンベイ港の棉花野積
場の冩真（明治末年）を参照（『三井事業
史』本篇第二巻，６９６頁）。
③計量・手数料
④目方ノ計リ方 「立会人」ヲ出ス
１）繰棉ニ対スル「チャ－ジス」 三百四
十斤ニ付テ幾許ト云フ「フレート」
２）棉實ハ我社ノ所得
３）「アダチャ」ニ対スル「コンミッション」
ハ幾許 繰棉三百四十斤ニ対シ八安ナリ
尤モ所ニ依リ「レート」ニ差アリ，或ハ十
二安四分ノ三位ノ所モアリ（孟買内地ノ買
付ハ米国内地ノ買付ヨリ容易ナルカ如シ）
４）孟買市場ニ於テ買付ヲ為スト，内地ニ於
テ之ヲ為ストノ差益
目方ノ方ヨリ出ズル利益ハ一俵ニ付五留
比乃至七留比ナレハ誠ニ大ナル問題ナリ，
夫レハ目方ヲ取ル場合ニ百姓ヲ相手トスル
モノナレハ，百俵ノモノト云フモ目方ヲ切
ル場合ニ百二十俵位ノモノヲ取り，夫等ノ
モノ集リ一季ノ終リニ何俵ノ棉出テタリト
ノコト知ルナリ
５） 棉ノ繰賃幾許ナリヤ 一モンド（三百
十四斤）四留比，百斤六七十銭ニ当ルベシ
棉繰賃三百十四斤ニ付五留比，「プレッ
ス」一俵四留比ナリ
６） 仕事ハ三四ケ月間ナリ 實棉ハ選擇ス
ルコトヲ為セリ
一ケ年間ニ仕事ヲ為スハ四ケ月間ナレト
却テ「プレッス」ノ方利益アリ 自カラ其
工場ヲ有セストモ人ニ為サシムルモ相當ノ
ノ仕事ハ爲シ得ヘシ 今日ノ所ニテハ數量
モ僅カナレト，追々内地買付ノ盛ンナルニ
至ラハ自カラ之ヲ為サヽレハ自由カ利カサ
ルナリ
７）孟買支店ノ見込ニテハ今後注文ノ半數位
ハ内地買付ヲ為ス考ナルヤ
然リ，然レトモ只天災ニ付テハ「カバー」
ノ途ナシ，本年ノ如キ「ウムラワチ」ハ季
節前非常ニ降雨アリタル為メ實棉ハ全ク腐
敗シ，為ニ二萬留比程ノ損失ヲ来シタル由
ナリ，故ニ是等ニ対シ幾分積立金ヲ為シ置
カサルヘカラス，今一ハ季節中ニ買付ヲ為
サヽルヘカラサルヲ以テ，今日一俵ニ付テ
五留比ノ利益アリトスルモ，場合ニ依リテ
相場ニ倒ルヽコトモ考ヘ置カサルヘカラス
本年ハ鐘紡，大（阪）紡カ成行注文ヲ呉
レシ為メ成行ニテ買付ヲ為シ得タルカ，斯
カル事ハ常ニ望ミ難キコトナレハ季節中ニ
買込ヲ為シ，注文ノ来リシ時之ヲ出シ相場
ノ「リスク」ヲ「カバー」セサルヘカラス
孟買ニ空相場アリ，之ヲ「サッタ」ト称
ス，故ニ相手ニ依リテハ是レニテ「カバー」
ノ道モ付クヘシ以前ハ米棉ニ「バランス」
ヲ為シタリシカ，夫レヨリ「サッタ」ノ方
宜シトテ之ヲ為シ居レリ
８） 三重紡績カ今日ノ如ク膨張シ来リテハ
場合ニ依リ孟買，上海方面ニ直接引合ヲ為
サヽルヘカラサルコトアルヤ知レス，先方
ニテハ頻リニ鐘紡同様ノ取扱ヲ為シ呉レト
ノ申入レモアルナリ，本年孟買ニ於テ買付
ケタルモノハ孟買ニ於ケルモノ及内地ノモ
ノヲ合セテ幾許ナリヤ
総計十一萬四千七百三十一俵ナリ，其中
二萬俵程ハ内地ニ賣リタリ
９） 物産會社全体ニ於テ棉商売ニ付テ幾許
ノ利益アリヤ，上海ニハ十萬円位ノ利益ア
14
レハ全体ニ於テハ三十萬円位ノ利益アリタ
ルナラン
ところで，かかる「内地直買」は，大正期に
移って「印度ニ於ケル直買ハ着々成効シ印度棉
ノ全取扱高ノ五割五分ハコノ直買ニ係ルモノニ
シテ印度棉収益ノ過半モコノ直買品ニヨリ生シ
タルモノナリ，直買制度ハ今後益々擴張セサル
可カラス」（『三井物産支店長会議議事録』９
大正四年，４９頁）と報告され，さらに「当（孟
買支）店ニハ棉直買ノ為メ内地ニ多クノ派出員
ヲ有スルヲ以テ此派出員ヲ利用シ穀物，種物等
ノ商賣ヲ開拓セハ棉ノ經費ヲ節約シ得ヘク其他
ニモ尚有利ナルヘキ點多シ故ニ来季ヨリ小規模
ヲ以テ開始スル積リナリ」（同『議事録』１０
大正五年，６５頁）。
５）小括
改めて，これまで検討を重ねてきた「内地直
買」の歴史的性格を考えると以下の諸点が浮か
び上がってこよう。
第一に，明治４０（１９０７）年という，日露戦後
の，いわば日本資本主義確立期という段階で，
イギリス植民地たるインドで「内地直買」が始
まったという意義である。周知のように，明治
２３（１８９０）年には，本邦紡績業の開始期にあた
って，佐野常民を代表とする視察団が持ち帰っ
た「インド棉花」は大阪紡・三重紡・鐘紡三社
で使用された結果は良好で，全国の紡績各社は
こぞって使用することとなった。翌明治２４
（１８９１）年には，のちにインド財閥を代表する
紡績資本家・棉花商でもある J.N.タタらが，「イ
ンド棉花」輸入に対する船腹問題の打開，即ち
イギリス P・O汽船を中心とする「航路独占」
を打破すべく来日した。この J.N.タタは，明治
７（１８７４）年「Nagpur」に初めて中央インド
紡績会社エムプレス工場を創設していたのであ
る（中川敬一郎「ジャムセトジ・N・タタ」岡
倉古志郎編『世界の富の支配者』講談社刊，昭
和３７年刊，２７２頁以下，西村孝夫『インド木綿
工業史』末来社，１９６６年刊，１５６頁）。いわば，
インド財閥タタの発祥の地だったのである。
第二に，紡績技術の点で，「製造綿糸の高番
手化」に伴って国産棉花から中国棉花，さらに
インド棉花，エジプト棉花へと原材料たる棉花
を求めざるをえない。三井系の鐘淵紡績と三井
物産を通じての原棉買付は，いわゆる「特約紡
績」という関係とも対応して，極めて効果的な
営業利益を生み出していた，と考えられる。
例えば，明治４１（１９０８）年下半期『第十二次
綿絲紡績事情参考書』（大日本紡績聨合会，明
５７５６８１インド棉花消費比率（％）
１．２１．２１．４配 當 年 率 （％）
４７．８２８．９６３．５当期純益金（ 同 ）
６０７３９８８７３固定資本金（萬円）
９３両（金象）１６手 ９３両（ 同 ）
２０手 １０３両（藍魚）輸出綿糸上海相場
２．７６４４．１４４１００織 機 台 数
２１．３１１．８２５錘数（リング精紡機：万錘）
１７９１４工 場 数
―３５２７０３．７固定資本金（ 同 ）
３２５．５１３０５７４．５諸 積 立 金（ 同 ）
９６０３７５７８５．４払込資本金（萬円）
三 重大 阪鐘 淵会社名項 目
三大紡績会社の経営比較（明治４１年下半期）
インド棉花における内地直買の歴史的性格
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治四十二年四月刊）よって，以下主要大紡績の
経営比較を試みてみよう。
経営規模の大きさもさることながら，「イン
ド棉花」使用率も大坂・三重両紡績に比べて，
鐘紡はほぼ２５％を超える較差があるが，只武藤
の「紡績論考」（『武藤山治全集』第一巻所収）
や共同研究者たる泉武夫氏による「独占的巨大
綿紡資本の生産構造と搾取基盤」（『社会科学年
報』第１３号，１９７９年刊，１８１頁以下）の中で，
鐘紡「営業成績報告書」や「技術回章」の克明
な検討・分析を渉猟しても，この問題に触れた
文言は見当らない。
このように，同じ三井系列ということ以上に，
鐘紡と三井物産は緊密な関係を通じて相互の依
存・発展・展開に大きく寄与していたのである。
第三に，日露戦後の韓国併合を踏まえつつ韓
国・満州への綿糸布輸出とも絡み，戦前日本資
本主義の特質たる「帝国主義同時転化」を示し
て，イギリス植民地たるインドへ進出して原料
棉花を求め，巨大紡績の展開，中国進出への大
きな跳躍台としたのである。さらに，第一次世
界大戦を目前に控えて，日本紡績業は一層の発
展と同時に，いわゆる「十大紡」を形成しがら，
その独占化・多角化に拍車をかけ飛躍してゆく
直前の時期に立っていたのである１２）。
（付記）印度内部，特に「内地直買」に関連する
地名・地図については，昨年度で退職された文
学部内藤雅雄教授，福島義和文学部教授および
デリー大学社会科学部東アジア研究科 G.
Balatchandirane教授ならびにインド政府観光局，
加えて三井物産㈱広報部から，懇切なご教示を
戴くことが出来た。厚く謝意を表したい。
注
１）籠谷直人『アジア国際通商秩序と近代日本』（名
古屋大学出版会，２０００年刊），第四章二，１５５頁以
下。
２）『三井事業史』（本篇第二巻，三井文庫，１９８０年
刊）５８２～５８３頁。なお，当時の大阪支店長飯田義
一らから提出された「棉花部設置ノ建議」は以下
の如くである。
「今ヤ我邦ノ紡績事業ハ実ニ長足ノ進歩ニシテ，
本年中ニ運転スヘキ錘数ハ凡六十五万錘ニ上ルヘ
ク，然ルモ尚ホ新設増錘ノ企，日ヲ逐フテ起リ，
随テ棉花ノ需用モ巨額ニ及ヒ，来季輸入スヘキ総
額ハ必スヤ三千万円ニ達スヘク，実ニ我商品中生
糸ニ亜クノ地位ヲ占メタルヲ以テ各商人ノ之レニ
着目スヘキハ論ヲ俟タスト雖トモ，斯ノ業ヤ海外
ニ名声ヲ博シ信用ヲ有スルモノニアラサルヨリハ
容易ニ企テ得ヘキモノニ無之，為メニ今日ニ至ル
モ斯業ニ従事スル者僅カニ二三ノ商店アルニ過キ
ス，当会社ノ如キハ幸ヒニ海外貿易ニ従事スル茲
ニ多年広ク名声ヲ宇内ニ博シ，信用亦多ヲ致シ，
目下ノ如ク敢テ棉花ヲ専業トセサルモ，今日ニ在
テハ他店ニ譲ラサルノ地歩ヲ占メ得タリ，斯ノ業
ヤ如此夫レ偉大ナルヲ以テ，他ニ有力ノ棉商年ヲ
逐フテ起ルハ必然ノ数ト云フヘク，当会社ニシテ
今日ノ営業振合ニ安心日子ヲ送ラン歟，終ニハ他
ノ凌駕スル処トナランモ知ル可カラス，故ニ遠ク
将来ヲ慮リ爰ニ棉花部ヲ設ケ，之レカ中心市場タ
ル大坂ヲ本部トシ，内外枢要ノ地ニ専業者ヲ備ヘ，
理事ヲ以テ部長ニ充テ，各地ノ通信ヲ本部ニ集メ，
売買共ニ一令ノ下ニ運動シ，一心分体ノ働キヲ為
サンニハ之レカ営業ノ高目下ニ倍蓰スルニ至ラサ
ルモ，我カ外国課ノ基礎ヲ固メ，人ニ先ンシ他ニ
制セラレサル義ト確信仕候」と。
のちに“カミソリ安”といわれた三井物産の営
業部長，取締役，三井合名理事などを歴任した安
川雄之助は，後年当時を回顧して「私ハ未ダ其頃
ハ極ク若クテ一向海外ノ様子モ知ラズ，孟買ノ棉
ノ市場ガ如何ナルモノカ，且責任ノ如何ニ重イカ
ト云ウ事モ弁ヘズ，外国ヘ行クト云フ好奇心カラ
唯々嬉シイ気持デ漠然ト「カバン」一個提ケテ出
掛ケル事ト成ツタ，其頃日本カラ孟買ヘハ未ダ直
接行ケル船ガ無カツタノデ，内地カラ上海迄郵船
会社ノ船デ行キ，上海カラ P＆Oノ船ニ乗換ヘテ
孟買ニ行ツタノデアル。向フヘ着イタノハ明冶二
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十六年ノ春デアツタガ，私ガ孟買ニ着イタ二日カ
三日目ニ先着ノ飯田義一氏ガ欧羅巴ヘノ旅行ニ出
立サレタガ，勿論未ダ「オフイス」ハ極ツテ居ナ
カツタガ，其後間モナク「エルフインストン・サ
ークル」ノ一部デ「カストムルス」ノ「オポジッ
トサイド」ノ倉庫ノ一部ヲ借テ物産会社ノ看板ヲ
掲ゲル事トナツタ。（中略）私ガ最初ニ孟買ニ行ツ
タ時ハ勿論日本人ハ私一人デ，暫クシテ東京棉花
会社ノ岡田ト云フ人ヤ日本棉花ノ光吉ト云フ人ガ
出張員トシテ来タガ，当時ハ未ダ日本ト云フモノ
ヲ認識シテ居ナイノデ，我々ハ「チャイナマ
ン，々々々々々々」ト呼バレテ居タガ，ソレデモ
日清戦争ノ直前ニ吉野艦ガ英国ヨリ回航シ，帰国
ノ序ニ孟買ニ入港シテ来タ事ガアル，ソウシテ翌
日陸上ノ人々ヲ招イテ「テイーパーテー」ヲシテ
呉レテカラハ漸ク日本人トイウ事ガ分リ，ソレカ
ラ軽蔑サレル事モ少ク成ツタ様デアツタ」と（同
上書，５８１～５８２頁）。
３）『鐘紡百年史』（鐘紡株式会社，昭和６３年刊）７７
頁。なお，原棉は「棉」に極力統一した。
４）同上，７８～８１頁。なお，日本銀行大阪支店によ
る「棉花綿絲ト金融及三品取引所ニ關スル調査（大
正五年四月）」（『日本金融史資料明治大正編第二十三巻』，
日本銀行調査局編集）昭和３５年刊，９３９頁以下も参
照。
５）『三井事業史』資料篇三，１９７４年刊，４７６～４７７頁。
なお木下悦二「第３章 日本商社のインド綿花
買い付けの機構」（『日印綿業交渉史』｛アジア経済
研究所シリーズ 第３集｝所収）１１３頁以下も参照。
なお，木下氏の依拠された資料（三井物産孟買支
店で，実際に「内地買付」業務にも従事された，
笹倉貞一郎氏の執務参考・記録文書）は，主に大
正・昭和期の「東棉」関係資料であって，重複す
る部分もあるが，昭和期の資料が多い。私が依拠
した明治・大正初期の資料ではないことに留意さ
れたい。
６）三井文庫蔵『三井物産支店長会議議事録』２
明治三十六年，（「棉花，百十頁以下）。
７）同上『三井物産支店長会議議事録』５ 明治三
十九年
８）同上『三井物産支店長会議議事録』６ 明治四
十年，（第八 棉花，二百八十頁以下）。
９）拙稿「明治後期における『特約紡績』をめぐっ
て」（『社会科学年報』第１号，専修大学社会科学
研究所，１９６６年刊，１８９頁以下），同じく拙稿「財
閥資本」（大石嘉一郎編『日本産業革命の研究』第
５章，東大出版会，１９７５年刊）２６７～２６８頁）も参
照。
１０）大日本紡績連合会調査部『第十二次 綿絲紡績
事情参考書』明治四十二年四月三十日発行，１丁
以下。
１１）前掲『日印綿業交渉史』１１３頁より引用。
１２）渡辺純子『産業発展・衰退の経済史』（有斐閣，
２０１０年刊）第１章。なお，私自身は「衰退の経済
史」という視角・手法には，必ずしも賛成できな
い。
インド棉花における内地直買の歴史的性格
17
インド西部における「内地直買」の市町村
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